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雅 楽 ､ う た の ち か ら と 共 に

｢ 雅 楽 の 夕 に ､｣ 実行委員 ･ 笠 奏者 宮田まゆみ

東日本大震災の年の 夏から､ 仙台
･

大崎八幡宮の境内で ｢ 雅楽の夕に ､｣ を催してきました｡ 今年で 6 回目 に なります｡ 遠 い 昔

から こ の国に伝わ る ｢ 雅楽｣ と いう音楽を通 して共 に前に進 ん で い こう､ と い う強 い 願 い を込め て はじめた会 です｡ 被災された

地域 には､ 雅楽や神楽などを大切 に保存し続けて い た方々が多く い ら っ しゃ っ た こともき っ かけ で した ｡

毎年､ 雅楽を習 い はじめたばかり の人も､ 何十年の演奏の経験 を持 つ専門家も ひと つ の舞台に の っ て ､ さら に は聴きに い らした

お客さまも
一

体とな っ て ､ 力強くうた い ､ 奏で ます｡ 会を催す私たちが ､
い つ も勇気づけられるようです｡

今年また大きな災害が日本を襲 い ました｡ 地球と いう生命体の上 で暮らして い る からには避けられな い 自然現象かもしれませ ん ｡

時 に は無力感にとらわれる こともあるかもしれま せ ん が ､ 私 たちは力を合わ せ て 進 ん で い ける はずです｡

大 崎 八 幡宮 宮司 小野 目 博昭

5 年半が過 ぎます｡

この ｢ 雅楽の夕に､｣ も 6 回目 を迎えます｡ 平 成 23 年3 月 11 日 に 発生 した東日本大盤災 は､ 北 は青森から南 は千葉ま で の沿岸

四百数十キ ロ に わたり多大な被害をもたらしました｡ あれ から 5 年半､ なか に はまだ 5 年との お考えの方もおられ ると思 い ます｡

この 5 年半の 問､ あち ら こ ちらで起 こ る自然災害が多発する状況 に ､ 私共はどの様に過 ご してきたの だろうかと考え る毎日が続

い て い ます｡ 当宮で は ､ 出来る 限り の支援活動を続けて ま いりま したが､ ｢ 果 た して私共が行っ て きた活動は充分だ っ た の だ ろ

うか｣ ｢ も っ と何か出来 る事がなか っ ただ ろうか｣ と の 思 い が頭をよ ぎります｡ こ の ｢ 雅楽の夕に､｣ で は､ 芝 祐靖､ 宮 田まゆみ

両先生を始め伶楽舎の皆様方の ご協力のもと､ 雅楽演奏を通 じて復興支援を継続して頂 い て おります｡

千数百年の時を生き てきた ｢ 雅楽｣ を ごく身近 に体験する こと により､ 皆様方が心を
→ つ にする こ とが出来ればとの思 い で はじ

めた催 しです｡ 私共 も日頃 の演奏とは違うな ご や かな雅楽を楽しませ て 頂 い て おり､ こ れ も偏に 八幡大神様の ご加護 の賜物と感

謝しております｡

まだ 5 年､ もう5 年｡ 人 はそれぞれに感じ方が違 っ て い て も､ 私 たちは常に前を向き進 ん で行かなければなりませ ん ｡

人 は､
一

人 で は生き ては い けま せ ん ｡ こ れからも､ 八幡さまとの ご縁､ 雅楽と の つ ながり､ 人 と人と の つ ながり に感謝し､ 進 ん

で 行きま せ ん か ｡ 八幡さまは常に私達 をご覧にな っ て おられます｡ 我 が国の伝統と文化とを次代に引き継ぐために｡

∫

い
二▲･ゞ

‥

∵ ∵

演 奏 曲 日

商歳楽 まん ざい らく

五常楽急 ご しょうらく のき 山 う

越 天楽 えて んらく

芝 祐靖 横笛独奏〈伎楽ぎがく〉より

歌の ワ ー ク シ ョ ヅ ブ 苗代 の歌 よろ ずよのうた

甫代 り舞 よ ろずよの か ､

芝 祐靖作曲〈ボ ン 太 と神鳴りさま〉より

天麗人 あまれ ぴ と 書楽の舞 きらくの か
､

中村仁美 箪第独奏
伊左 治直作 曲〈舞え る笛吹き娘〉より

皇聾急 封うとようの き L
･わう

浦安 の舞 うらヤナの か
､

ほか

* 五 常楽急､ 越天楽 ､ 苗代の歌 ､ 皇肇急は参加希望の営さまと

一緒に演奏します｡ ふるってご参加ください ｡

出 演者 プ ロ フ ィ
ー

ル

芝 祐靖 ( L は ナけヤ す)

80 0 年余り続く奈 良系の 伶人の 家 に生まれ､ 宮 内庁 楽部楽師をつ とめた後 ソロ 活動 に入

る｡ 198 5 年 に雅楽 演奏団体 〈伶楽舎〉 を結成｡ 古 典雅楽の 演奏 の ほか､ 現代 雅楽､ 邦

楽 の作 曲 ･ 演奏を行 い ､ 雅楽廃絶 曲の復 曲も手懸 ける｡ 日本芸術院会員｡ 文化功労者｡

伶楽合音楽監督｡ 国立音楽大学招哨教授｡

宮 田ま ゆみ ( ネヤ た ま ゆみ)

生奏者｡ 古典雅楽 はもとより現代作 品の初演を覗 極的に行い ､ N ⅡE 交響楽団､ ニ ュ
ー ヨ ー

ク ･ フ ィル な ど国内外の オ ー ケス トラとの 共演も数多 い ｡ 大崎 八幡宮の 舞と墜の 教習に

携 わっ て い る｡ 伶楽舎 メ ンバ ー

｡ 国立音楽大学客員教授 ｡

中村仁美 ( 如 ､ むら かとみ)

翠築奏者｡ 伶楽舎メ ンバ ー

｡ 雅楽 の古典演奏を基本としつ つ ､ 雅楽以外の和 ･

洋楽器と

の共演や､ 舞踏や 苔との コ ラボ レ
ー シ ョ ン､ 即興 波奏まで幅広く演奏 活動 を続 けて い る｡

国立音楽大学､ 沖縄県立芸術大学非常勤講師｡

伶楽舎 ( れ い が く し ヤ)

198 5 年 ､ 芝祐瀬 により結成された雅 楽潰 奏団体 ｡ 発足 以来､ 現 行の 古典雅楽曲以外に､

廃 絶曲や正倉 院楽 器の 復元演奏 ､ 現代 作品の 演奏 にも椚橿 的に取り組 み ､ 国内外 で 幅

広 い 活動 を展開して い る ｡

小 野日 博 昭 ( 訝 りヰう ひろ あき)

大 崎八幡宮宮司｡ 仙台市 生まれ｡ 囲学院大畢神道学専 攻科 修了 の後､ 鎌倉鶴 岡八 幡宮

に奉職｡ 昭和 5 6 年大崎 八幡宮 に転入｡ 62 年より大崎 八幡宮宮司｡ 平成 23 年の 東日本

大盛 災後､ 神社 をあげて積極 的な支援活劇 を続 けて い る ｡

主催/ ｢ 雅楽の 夕に ､｣ 実行委員会

お問い合わせ 大崎八幡宮社務所 ℡ 0 2 2 -2 3 4 -3 6 0 6 0 0 S a ki @ 0 0 S ak i -h a c h i m a n . o r .j p




